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静かな環境でのびのびとい・
西丘保育園(私立)は、昭和39年 5月に開園し、同50年 4月認可保育所となりました。

現在、約 100名の園児が、豊殿地区桜台団地北側の田園にかこまれた静かな環境の園舎で歓声を
あげ.ています。

対象児は、 O歳児から 5歳児までで、共働き家庭の園児が多いため朝 7時30分から夕方 6時まで

預かっています。

園児たちは、きれいな空気を胸いっぱい吸いこんで園舎裏の「あぜ道」でマラソンをし、体力つ、

くりを行っています。また、赤ちゃんたちも乳母車で、中にはよちよち歩きで、春の陽をいっぱい

に受けて散歩を楽しんでいる今日このごろです。(西丘保育園長)

主な内容
道路学校など公共事業重点に、 53年度予算決まる

114憶の積極大型…………… 3月定例市議会閉会… 2 ・8ページ

昼間パスを利用するみなさん 1 
二割安の「買物回数乗車券」を利用しよう;-.一一 一 4べーン

不況対策融資を新設、市融資制度 4月から実施……… 4 ・5ページ

市の点訳職員募集……………………………………………… 6ページ

ちびっこは全員集合しよう 1 
i .................................8ページ

第 l回こども祭り 5月 5日幽 j

市民と市長の日
「市民と市長の日」を5月1日(月)午前
9時から午後4時まで、市役所3階市
長室で行います。お気軽におでかけく
ださし、

農地問題相談日
農地の問題で悩んでいる皆さん、 5
月1日(月)午前 8時30分から、午後 5時
まで、市役所2階農業委員会事務局で
「農地問題相談」を行L、ますのでお気
軽におでかけください。



報広町
切
胞同一
ロ
使議昭

和
マ
予
算
額

一
百
十
四
億
九
千
四
百
八
十
六
万
円
で

一
前
年
度
当
初
比

一
二
二

・
三
%
と
土
木

一
農
林
水
産
業
、
学
校
な
ど

の
建
設
事
業

一
に
カ
を
注
ぐ
積
極
的
な
予
算
に
な
っ
て

号
い
ま
す
。

日

、玉
な
歳
入
は
、
市
税
が
四
十
五
億
七

第

千

六
百
二
十
二
万
七
千
円
で
全
体
の
三

-

九

・

八

Mm
を
占
め
、
つ
い
で
国
庫
支
出

だ 昭和53年 4月16日ー一一ーベひー

道
路
学
校
な
ど
公
共
事
業
重
点
に

日
年
度
予
算
決
ま
る

3月定例
市議会閉会

m億
円
の
積
極
大
型

一
一
一
月
定
例
市
議
会
は
、
三
月
八
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
十
七
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
、
初
め
に
、
石
井
市
長
が
五

十
三
年
度
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
(
施
政
方
針
)
を
述
べ
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
市
民
生
活
向
上
の
整
備
促
進
と
景
気
回
復
を
図
る
投
資
的
経
費
の
充
実
を
図
っ
た
五
十
三
年

度
当
初
予
算
。
長
寿
圏
に
入
所
さ
れ
、
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
斉
藤
い
さ
さ
ん
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
資
金
を
生
か
す

老
人
福
祉
活
動
等
基
金
条
例
、
市
内
小
・
中
学
校
の
通
学
区
域
の
適
正
化
を
図
る
上
田
市
立
小
・
中
学
校
通
学
区
域
審

強
会
条
例
、
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
プ

l
ル
ゾ

l
ン
の
一
部
を
一
般
開
放
す
る
た
め
の
上
田
市
自
然
運
動
公
園
条
例
な
ど
の

制
定
。
市
識
会
議
員
、
市
長
な
ど
三
役
お
よ
び
教
育
長
な
ど
の
報
酬
、
給
与
を
改
訂
す
る
上
田
市
議
会
議
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
な
ど
四
条
例
の
一
部
改
正
、
中
央
解
放
会
館
の
完
成
に
よ
る
解
放
会
館
条
例
の
一
部
改

正
、
見
舞
金
の
対
象
年
齢
を
引
き
さ
げ
る
上
田
市
老
齢
者
傷
病
見
舞
金
条
例
の
一
部
改
正
の
ほ
か
、
助
役
選
任
の
人
事

案
件
「
水
田
利
用
再
編
対
策
を
基
本
と
す
る
国
の
農
政
転
換
に
関
す
る
意
見
書
」
な
ど
六
+
九
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全

損
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

えつ

予
日
年
度一
般
会
計

金
の
一
四
・
六
%
、
地
方
交
付
税
の

四
・
二
%
と
な

っ
て
い

ま
す
。

マ
予
算
の
主
な
使
い
み
ち

民
生
費
は
、
三
十
一
億
六
千
二
百
九

算

市道新設長í~費 も大幅増客員マ写lkkV岬
神川北道線鉱幅工事)

十
五
万
三
千
円
で
全
体
の
二
七
・
五
%

を
占
め
、
三
月
に
完
成
し
た
重
度
身
体

障
害
者
授
産
施
設
「
上
回
し
い
の
み
園
」

へ
の
身
体
障
害
者
収
容
保
護
措
置
賛
。

固
め
不
自
由
な
皆
さ
ん
へ
の
家
庭
電
気

料
の
基
本
料
金
補
助
。
老
人
の
た
め
の
明

る
い
ま
ち
推
進
事
業
と
し
て
五
公
民
館

へ
趣
味
を
生
か
す
実
技
教
室
と
楽
焼
き

が
ま
を
設
置
す
る
工
事
費
、
老
齢
者
傷

病
見
舞
金
の
対
象
年
齢
を
六
十
五
歳
ま

で
引
き
下
げ
る
必
要
経
費
。
お
年
寄
り

の
結
婚
相
談
所
の
開
設
、
交
通
災
害
共

済
掛
金
の
無
料
化
。
北
・
川
辺
・
国
分
保

育
園
の
保
育
室
増
改
築
、
無
認
可
保
育

所
常
国
ナ

l
ス
リ
ー
へ
の
補
助
金
。
同

和
対
策
の
各
種
工
事
費
な
ど
社
会
的
弱

者
と
い
わ
れ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
す
べ

て
の
市
民
が
健
康
で
生
き
が
い
の
も
て

る
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
使
わ

れ
ま
す
。

教
育
費
は
、
十
五
億
六
百
六
十
八
万

農村総合モデル事業のーっとして建設
される環境改善センターの建設予定地
(小井田地籍)

号ー

高
校
生
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
無

土
木
貨
は
、
十
三
億
八
百
八
十
九
万

一
千
円
で
全
体
わ
一
・
四
%
是
占
め

そ
の
ほ
か
に

、
総
務
費
の
住
民
サ
|

ヒ

六
千
円
で
、
全
体
の

二
ニ

・一

%
を
占

め
、
豊
殿
・
中
極
回
・
東
塩
田
・
神
科

小
学
校
な
ど
の
校
舎
増
改
築
、
小
・
中

学
生
の
通
学
費
補
助
、
学
校
図
書
館
事

務
職
員
を
全
額
市
費
負
担
雇
用
に
切
り

替
え
、
米
飯
給
食
取
り
入
れ
に
よ
る
必

要
経
費
。
市
営
野
球
場
、
庭
球
コ

l
ト

の
施
設
改
修
工
事
費
、
相
撲
場
新
築
工

事
費
、
第
一
中
学
校
校
庭

へ
夜
間
照
明

を
設
置
し
市
民
に
解
放
。
や
ま
び
こ
国

体
運
営
の
た
め
の
補
助
金
。
上
回
公
園

内
や
ぐ
ら
の
防
災
施
設
工
事
費
。
下
之

郷
同
和
集
会
所
用
地
お
よ
び
建
設
費
な

ど
市
民
み
ん
な
の
人
間
形
成
の
場
と
し

て
の
学
校
、
社
会
教
育
の
充
実
を
図
る

た
め
使
わ
れ
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
は
、
十
三
億
三
千
八

百
六
十
四
万
七
千
円
で
全
体
の
一
一
・

六
%
を
占
め
、
水
田
利
用
再
編
対
策
(減

反
)
と
し
て
の
地
域
ぐ
る
み
農
業
推
進

委
託
料
、
水
田
利
用
再
編
機
械
導
入
補

助
金
、
農
協

へ
の
水
田
利
用
対
策
特
別

指
導
費
補
助
金
、
野
菜
の
生
産
、
出
荷

の
近
代
化
を
図
る
野
菜
予
冷
施
設
建
設

補
助
金
。
同
和
地
区
の
共
同
堆
き
ゅ
う

肥
舎
、
ナ
メ
コ
生
産
施
設
建
設
費
、
農

道
、
水
路
の
改
修
工
事
費
。
農
村
総
合

モ
デ
ル
事
業
の
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
建

設
。
構
造
改
善
事
業
の
浦
里
北
部
地
区

の
は
場
墜
備
、
樹
園
地
造
成
、
畜
産
団

地
造
成
な
ど
の
事
業
費
。
老
朽
化
し
た

「
た
め
池
」
の
防
災
事
業
費
な
ど
農
業

基
盤
お
よ
び
農
村
集
落
の
近
代
化
の
た

め
に
使
わ
れ
ま
す
。

か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
大
幅
生

的
に
反
対
で
あ
る
が
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土
木
費
は
、
十
三
億
八
百
八
十
九
万

一
千
円
で
全
体
の
一
一
・
四
%
を
占
め

道
路
の
新
設
改
良
工
事
費
、
交
通
安
全

施
設
費
な
ど
の
整
備
事
業
費
を
増
額
し

た
ほ
か
、
市
の
未
来
を
つ

く
る
都
市
計

画
再
検
討
策
定
委
託
料
。
上
田
市
自
然

運
動
公
固
め
プ

ー
ル
ゾ
ー
ン
へ
五
十
メ

ー
ト
ル
プ
ー
ル
建
設
な
ど
の
工
事
費
。

市
営
住
宅
用
地
購
入
お
よ
び
建
設
費
。

公
共
下
水
道
事
業
繰
出
金
な
ど
都
市
基

盤
の
整
備
を
図
り
、

地
域
の
経
済
活
動

や
市
民
生
活
の
円
滑
化
の
た
め
使
わ
れ

ま
す
。

え一}

条

例

ー (3)一一一一昭和53年 4月16日 広報

V
上
田
市
立
小
・
中
学
校

通
学
区
域
審
議
会
条
例

A

最
近
、
市
街
地
周
辺
の
住
宅
化
が
進

み
、
各
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
数
の
バ

ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
、
教
育
に
支
障
を
お

よ
ぼ
す
よ
う
に
な

っ
て
き
た
た
め
、
諮

問
機
関
を
設
け
、

小

・
中
学
校
の
通
学

区
域
の
変
更
設
定
な
ど
を
検
討
し
、
通

学
区
域
の
適
正
化
を
図
る
た
め
制
定
し

ま
し
た
。

V
上
田
市
自
然
運
動
公
園
条
例

企

下
之
郷
地
籍
に
建
設
中
の
市
民

の
憩

い
と
ス
ポ
ー
ツ
の
広
場

「
自
然
運
動
公

園
」
の
流
水
プ
ー
ル
な
ど

一
部
の
施
設

が
完
成
、
今
年
の
夏
、
市
民
の
皆
さ
ん

そ
の
ほ
か
に
、
総
務
費
の
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
と
事
務
能
率
化
を
図
る
、
模

写
電
送
シ
ス
テ
ム
機
器
の
購
入
。
商
工

費
の
中
小
企
業
融
資
、
同
和
対
策
融
資

勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
融
資
、
福
祉
厚

生
資
金
融
資
な
ど
各
種
融
資
制
度
へ
の

予
託
金
、
不
況
に
よ
る
企
業
救
済
の
一

つ
中
小
企
業
者
の
経
営
指
導
の
た
め
の

指
導
員
設
置
補
助
金
。
衛
生
費
の
家
庭

雑
排
水
簡
易
浄
化
槽
の
集
団
設
置
を
図

る
補
助
金
、
在
宅
当
番
医
制
を
土
曜
日

の
午
後
と
平
日
の
夜
間
ま
で
広
げ
、
同

制
度
の
充
実
を
図
る
同
事
業
補
助
金
、

に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
制
定
し

ま
し
た
。-v老人

福
祉

活
動
等
基
金
条
例
企

別
所
温
泉
に
あ
る
長
寿
固
に
入
所
さ

高
校
生
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
無

料
化
委
託
料
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

日
年
度
特
別
・
企
業
会
計

特
別
会
計
の
国
民
健
康
保
険
事
業
会

計
な
ど
七
会
計
と
、
産
院
事
業
会
計
な

ど
の
九
会
計
で
四
十
二
億
五
千
百
八
十

一
万
一
千
円
と
、
前
年
度
当
初
に
比
し

て
四
億
八
百
七
十
五
万
四
千
円
増
の
一

一
0
・
六
%
の
伸
び
と
な

っ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
た
斉
藤
い
き
さ
ん
が
昨
年
亡
く

な
ら
れ
、
老
人
福
祉
活
動
の
た
め
に
使

っ
て
く
だ
さ
い
と
、
ご
親
族
を
と
お
し

て
二
百
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た

今夏オープンを目指し条例が制定された自然運動公園

三
番
目
の
解
放
会
館
、中
央
解
放
会
館
が

完
成
、
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

た
め
、
故
人
の
意
志
を
生
か
し
役
立
て

る
た
め
制
定
し
ま
し
た
。

V
上
田
市
老
齢
者
傷
病

見
舞
金
条
例
の
一
部
改
正

企

見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
対
象
年
齢
を

七
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
引
き
下
げ
る

た
め
改
正
し
ま
し
た
。

V
解
放
会
館
条
例
の
一
部
改
正

A

市
内
常
磐
城
地
籍
に
建
設
中
の
中
央

解
放
会
館
が
完
成
す
る
た
め
改
正
し
ま

し
た
。

V
上
田
市
議
会
議
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
ほ

か
四
条
例
の
一
部
改
正

&

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
受

け
て
、
議
長
十
九
万
四
千
円

(
改
訂
前

十
八
万
円
)。

副
議
長
十
六
万
二
千
円

(
同
十
五
万
円
)
。
議
員
十
四
万
五
千

円
(
同
十
三
万
五
千
円
)
。
市
長
四
十

八
万
五
千
円
(
同
四
十
五
万
円
)。

助

役
三
十
九
万
九
千
円
(
同
三
十
七
万
円
)

収
入
役
三
十
五
万
円

(
同
三
十
二
万
五

千
円
)。

ま
た
、
非
常
勤
特
別
職
の
委
員

お
よ
び
教
育
長
の
報
酬
を
市
長
以
下
三

役
の
改
訂
率
、

他
市
と
の
均
衡
を
考
慮

し
た
額
に
改
訂
す
る
た
め
改
正
し
ま
し

た

意
見
書
し

五
十
三
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
水
田

利
用
再
編
対
策
に
よ
る
米
の
大
幅
生
産

制
限
が
お
よ
ぽ
す
影
響
の
重
大
き
は
は

か
り
知
れ
な

い
も
の
が
あ
り
、
大
幅
生

産
制
限
に
は
基
本
的
に
反
対
で
あ
る
が

実
施
す
る
場
合
は
、
転
作
目
標
面
積
を

完
全
に
消
化
し
た
県
お
よ
び
市
町
村
に

お
い
て
超
過
米
が
発
生
し
た
場
合
は
、

全
量
政
府
の
責
任
で
買
い
上
げ
る
こ
と

転
作
作
物
に
つ
い
て
は
、
麦
、
大
豆
、

飼
料
作
物
、
桑
、
そ
ば
な
ど
需
給
上
価

格
低
落
の
心
配
な
い
も
の
を
重
点
に
実

施
す
る
と
と
も
に
、
転
作
奨
励
金
は
価

格
と
併
わ
せ
米
以
外
の
所
得
を
補
償
す

る
こ
と
。
ま
た
、
そ
菜
な
ど
転
作
作
固

め
価
格
補
償
を
は
か
り
、
最
低
で
も
米

以
上
の
所
得
が
確
保
で
き
る
よ
う
野
菜

価
格
安
定
基
金
制
度
な
ど
を
強
化
す
る

こ
と
。
桑
の
水
回
転
作
奨
励
期
限
を
十

年
に
延
長
す
る
こ
と
。
市
町
村
の
水
田

利
用
再
編
対
策
指
導
推
進
費
お
よ
び
補

助
金
を
増
額
す
る
こ
と
を
強
く
要
請
し

た
「
水
田
利
用
再
編
対
策
を
基
本
と
す

る
国
の
農
政
転
換
に
関
す
る
意
見
書
」

な
ど
七
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

J

パ

で

い

c
~

制
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し -iA 
昼間パスを利用される皆さん

二割安の「買物回数乗車券」を利用しよう

ガソリンは走るための

大事 な燃料です。 中型車

が 1日50回空ぶかしをす
れば、200c.c-250c.cのガ
ソリ ンをム ダに します。

これは車を約 4キロ メー

トルも走らせること がで

きる 量て¥ それだけ空気

もよごします。

えつ報
今
、
交
通
機
関
は
経
営
が
大
変
苦
し

広

い

と

い

い

ま

す

。
ど
う
し
て
そ
ん
な
に

-
苦
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

一

現

状

を

見

る

と

、

ラ

ッ
シ
ュ
に
な
る

紛
朝
夕
は
か
な
り
の
乗
客
数
で
す
が
、
通

明
助
動
、
通
学
の
時
間
帯
か
ら
は
ず
れ
る
昼

議
聞
は
乗
客
が
な
く
、
乗
務
員
だ
け
で
運

昭
航
行
し
て
い
る
路
線
も
多
い
の
に
驚
き
ま

-

す

。

一
こ
の
状
況
の
ま
ま
で
は
や
が
て
、
間

一
引
き
、
廃
線
な
ど
の
問
題
に
も
発
展
し

一
か
ね
ま
せ
ん
。

号
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
時
代
と
は

“

い

え
、
マ

イ
カ
ー
が
街
に
は
ん
ら
ん
し

n
，. 第
そ
の
燃
料
消
費
も
さ
る
こ
と
な
が
ら、

-

道
路
管
理
や
交
通
事
故
処
理
な
ど

に
多

=ー交通機関を見直そう

く
の
税
金
が
使
わ
れ
問
題
に
な

っ
て
い

ま
す
が
、
問
題
は
そ
れ
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

マ
イ
カ
ー
を
利
用
で
き
る
人
は
そ
れ

で
良
い
と
し
て
も
、
老
人
や
婦
人
、
子

供
や
低
所
得
家
庭
な
ど
マ
イ
カ
ー
利
用

の
で
き
な
い
人
達
が
大
勢
い
る
こ
と
を

地
域
全
体
で
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
の
生
活
環
境
を
改
善
す
る
立
場

か
ら
も
こ
う
し
た
問
題
に
目
を
向
け
、

交
通
機
関
の
有
効
利
用
を
進
め
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

交
通
機
関
最
大
の
問
題
は
、
利
用
者

が
な
い
か
ら
採
算
が
と
れ
ず
料
金
の
値

上
げ
を
す
る
。

一
方
、
利
用
者
側
は
、

料
金
が
高
く
な

っ
て
行
く
の
で
利
用
し

に
く
く
な
る
。
と
い
っ
た
悪
循
環
が
繰

り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
悪
循
環
を
ど
こ
か
で
断
ち
切
ら

な
け
れ
ば
現
状
で
の
改
善
は
望
め
ま
せ

ん
。買

物
回
数
乗
車
券
は

上
国
交
通
・
千
曲
自
動
車

川
中
島
の
各
社
で
取
り
扱
い

市
は
、
改
善
策
の
一
つ
と
し
て
、
通

勤
、
通
学
者
に
利
用
さ
れ
な
い
昼
間
帯

の
運
行
料
金
を
通
常
料
金
の
二

1
三
割

引
き
に
す
れ
ば
、
比
較
的
低
料
金
と
な.、

不
況
対
策
融
資
を
新
設

各
融
資
制
度
の

金
利
を
引
き
下
げ

〈
市
融
資
制
度
四
月
か
ら
実
施
〉

市
で
は
、

最
近
の
急
激
な
円
高
と

こ

れ
に
伴
う
構
造
不
況
な
ど
で
苦
し
む
市

内
の
中
小
零
細
企
業
の
皆
さ
ん
に
役
立

-祉
剛
弘
叫

へ

骨
M
品副
司
同
問
~

ハ
〉

O
内
線
三

O
四
)
塩
岡
崎
工
会
(
宮
@

ヱ
ハ
一
O
)
川
西
商
工
会

(
含
@
二

O

一一
一一

て
て
い
た
だ
こ
う
と
、
各
融
資
制
度
の

金
利
引
き
下
げ
と
貸
付
限
度
額
、
貸
付

期
聞
の
一
部
変
更
を
行
う
と
と
も
に
、

(産
院
事
務
長
)
マ

監
査
委
員
事
務
局

長

笹

沢

仁

(

会

計

課

長

)

マ

上

小

る
の
で
地
域
住
民
も
利
用
し
や
す
く
な

る
と
と
も
に
、
交
通
機
関
と
し
て
も
現

状
の
乗
客
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
、
業
績

の
向
，上
に
も
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
、
現
行
の
料
金
体
系

に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
く
よ
う
陸
運
局

な
ど
へ
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
住
民
の
要
望
を
反
映
し

た
か
た
ち
で
手
軽
で
便
利
な
う
、ぇ
格
安

な
「
買
物
回
数
乗
車
券
」
の
発
行
と
い

う
方
法
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。市

民
の
皆
さ
ん
、
交
通
機
関
の
実
情

を
考
、ぇ
積
極
的
に
こ
の
制
度
を
利
用
し

宇
干
し
ょ
、っ
。

取
扱
時
間

1
降
車
時
間
午
前
叩
時
か
ら

乗
車
時
間
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

割
引
率

1
通
常
料
金
の
二
割
引
き
。

取
担
交
通
機
関

l
上
国
交
通
パ
ス
、

千

曲
自
動
車
、
川
中
島
自
動
車
の
運
行

路
線
の
全
線
。

そ
の
他

l
回
数
券
は
、
各
交
通
機
関
の

乗
車
券
発
売
窓
口
で
販
売
し
て
い
ま

す
。

不
況
業
種
に
属
す
る
中
小
零
細
企
業
の

皆
さ
ん
を
援
助
す
る
「
不
況
対
策
特
別

資
金
」
融
資
制
度
を
新
設
し
ま
し
た
の

で
、
利
用
を
希
望
す
る
皆
さ
ん
は
次
に

よ
り
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い。

〈
申
込
方
法
・
期
日
〉

市
役
所
商
工
課
商
工
相
談
所
、
塩
田

支
所
内
塩
田
商
工
会、

川
西
支
所
内
川

西
商
工
会
に
あ
る
、

申
込
用
紙

へ
必
要

成
人
係
長
課
長
補
佐

西
沢

保

(

青

少
年
係
長
)
マ
耕
地
第
二
係
長
課
長
補

事
項
を
記
入
し
て
、
毎
月
五
日
ま
で
に

同
相
談
所
か
同
商
工
会
へ
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

〈
貸
付
期
日
〉

毎
月
行
わ
れ
る
「
融
資
あ

っ
せ
ん
委

員
会
」
で
、
貸
付
が
決
ま
る
と
二
十
日

ご
ろ
ま
で
に
各
企
業
者
あ
て
通
知
し
ま

す。〈
お
問
合
せ
〉

長
)
マ
神
科
第
-
保
育
園
長
新
津
和

子

(
小
泉
保
育
園
長
)
マ
浦
里
保
育
園



貸付~~む't 貸付期間 町村ljIl!(年利) 償還 n 法

逆転資金 350万円以内 36か月以内 6.6 % t勾等月賦

中小企業融資安定資金 4∞万円以内 48か月以内 6.6 % 据2幼1:6等か月月賦以内

設備資金 7∞万円以内 72.か月以内 6.75% " 

独立開業融資 連転設備資金 3∞万円以内 00か月以内 6.75% " 

小規模企業融資 巡転設備i資金 3∞万円以内 36か月以内 6.0 % 11 

公共事業に伴う 設備資金 7∞万円以内 84か月以内 7.0 % " 

中小企業融資 共同事業資金 1，0∞万円以内 84か月以内 7.0 % 11 

公害防止設備融資 公害防止設俗資金 8∞万円以内 84か月以内 7.0 % 11 

同中小和企業対融策資 巡転設備資金 450万円以内 120か月以内 2.25% 11 

組合貸付融資 共同事業資金 3，0∞万円以内 84か月以内 6.5 % 11 

不況対策融資 不況対策特別資金 4∞万円以内 ωか月以内 6.25% 据置士勾1等2か月月賦以内

t:一一(事瀦縦割 第 765号ー

商
工
諌
商
工
相
談
所

(
魯
@
四
一

O

O
内
線
三

O
四
)
塩
田
商
工

会

(
宮
@

え

上田市中小企業融資制度一覧表
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日
]

同
円

A
斗

課
長
級
マ
公
害
課
長
中
沢
武
(
川

西
支
所
住
民
課
長
)
マ
市
民
会
館
館
長

鈴
木
正
人
(
公
害
課
長
)
マ
総
合
計
画

謀

総

務

係

長

事

務

取

扱

を

解

く

松

沢
文
平
(
総
合
計
画
課
長
)
マ
母
子
寮

長
事
務
取
扱
矢
幡
利
夫
(
社
会
課
長
)

マ
城
南
解
放
会
館
館
長
兼
城
南
公
民
館

ロ貝職
人
事
異
動

市

六
一

O
)
川
西
商
工
会
(
宮
@
二

O

一一一
館
長
児
玉
久
保
(
公
民
館
副
館
長
)

マ
塩
田
解
放
会
館
館
長
兼
塩
田
公
民
館

館
長
重
田
勝
人
(
農
業
委
員
会
事
務

局
長
)
マ
兼
ね
て
中
央
解
放
会
館
館
長

成
田
剛
(
同
和
対
策
課
長
)
マ
豊
殿

支
所
長
佐
藤
保
(
市
民
会
館
館
長
)

マ
会
計
課
長
平
林
文
雄
(
監
査
委
員

事
務
局
長
)
マ
教
育
委
員
会
事
務
局
付

保
坂
一
雄
(
総
務
部
付
)
マ
兼
ね
て
山

本

鼎

記

念

館

館

長

塚

原

剛

(

博

物

館
館
長
)
マ
公
民
館
館
長
三
井
宣
茂

(
産
院
事
務
長
)
マ
監
査
委
員
事
務
局

長

笹

沢

仁

(

会

計

課

長

)

マ

上

小

衛
生
施
設
組
合
業
務
係
長
事
務
取
扱
を

解
く
兼
ね
て
建
設
部
付
市
川
雄
吉
(
上

小
衛
生
施
設
組
合
所
長
)
マ
産
院
事
務

長

兼

乳

児

院

長

飯

島

実

(

昇

格

・

財
務
係
長
)
マ
川
西
支
所
住
民
課
長

中
村
万
亀
男
(
昇
格
・
保
健
予
防
課
庶

務
係
長
)
マ
農
業
委
員
会
事
務
局
長

田
中
要
(
昇
格
・
農
政
係
長
)

係
長
級
マ
市
民
税
第
一
係
長
課
長
補

佐
沓
掛
昭
二
(
市
民
税
係
長
)
マ
財

務
係
長
課
長
補
佐
浅
川
貞
利
(
学
校

教
育
課
施
設
係
長
)
マ
国
民
年
金
課
庶

務

係

長

課

長

補

佐

樋

口

稔

(

普

及

係
長
)
マ
医
療
給
付
係
長
課
長
補
佐

山
寺
保
雄

(
業
務
課
経
理
課
長
)
マ
環

境
指
導
係
長
課
長
補
佐
田
中
佐
敏
(
文

化
係
長
)
マ
上
田
市
真
田
町
じ
ん
か
い

焼
却
場
組
合
施
設
係
長
兼
清
掃
事
務
所

業
務
係
長
課
長
補
佐
谷
川
喜
敬
(
工

事
事
務
所
長
)
マ
計
量
係
長
の
兼
務
を

解
く
課
長
補
佐
川
上
育
男
(
商
工
係

長

)

マ

労

政

係

長

課

長

補

佐

原

昌

孝
(
観
光
係
長
)
マ
総
合
整
備
係
長
課

長
補
佐
林
徳
人
(
-
構
造
改
善
係
長
)

マ
普
及
係
長
課
長
補
佐
室
沢
恒
雄
(
塩

田
中
央
保
育
園
長
)
マ
総
合
計
画
課
課

長
補
佐
野
村
昌
次
(
業
務
課
庶
務
係

長
)
マ
塩
田
支
所
総
務
課
庶
務
係
長
課

長
補
佐
古
平
敏
男
(
戸
籍
係
長
)
マ

業
務
課
庶
務
係
長
課
長
補
佐
田
玉

清
(
諸
税
係
長
)
マ
拡
張
係
長
課
長
補

佐
高
寺
秀
邦
(
土
木
第
一
係
長
)
マ

成

人

係

長

課

長

補

佐

西

沢

保

(

青

少
年
係
長
)
マ
耕
地
第
二
係
長
課
長
補

佐
指
定
岩
下
恒
雄
(
土
木
第
二
係
長
)

マ
構
造
改
善
係
長
課
長
補
佐
指
定
宮

下
昭
夫
(
川
西
支
所
振
興
課
振
興
係
長
)

マ
用
度
係
長
課
長
補
佐
指
定
金
井
寛

二
(
医
療
給
付
係
長
)
マ
課
長
補
佐
指

定
柄
沢
芳
樹
(
耕
地
課
庶
務
係
長
)
マ

課

長

補

佐

指

定

松

崎

久

(

塩

田

支

所
振
興
課
振
興
係
長
)
マ
戸
籍
係
長

三
輪
善
方
(
福
祉
課
庶
務
係
長
)
マ
交

通
安
全
係
長
上
原
幸
二
(
塩
田
支
所

総
務
課
庶
務
係
長
)
マ
保
健
予
防
課
庶

務
係
長
竹
内
実
(
川
西
事
業
所
長
)

マ
清
掃
事
務
所
業
務
係
長
及
び
上
田
市

真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合
施
設
係

長
の
兼
務
を
解
く
小
池
広
次
(
清
掃

事
務
所
庶
務
係
長
)
マ
計
量
係
長
上

原
せ
い
(
国
保
年
金
課
庶
務
係
長
)
マ

観
光
係
長
沓
掛
八
郎
(
林
務
係
長
)

マ
林
務
係
長
大
矢
康
雄
(
環
境
指
導

係
長
)
マ
耕
地
第
一
係
長
山
崎
晴
康

(
技
術
係
長
)
マ
土
木
第
一
係
長
池

内
四
郎
(
建
設
係
長
)
マ
調
査
計
画
係

長
の
兼
務
を
解
く
大
井
戸
荘
平
(
都

市
施
設
係
長
)
マ
調
査
計
画
係
長
宮

島
久
仁
昭
(
拡
張
係
長
)
マ
建
築
第
一

係

長

滝

沢

寛

(

設

計

係

長

)

マ

建

築
第
二
係
長
田
中
進
(
工
事
係
長
)

マ
福
祉
課
庶
務
係
長
饗
場
民
雄
(
交

通
安
全
係
長
)
マ
東
部
保
育
園
長
森

由
美
子
(
母
子
寮
長
)
マ
南
部
保
育
園

長
中
村
麗
子
(
北
保
育
園
長
)
マ
北

保
育
園
長
官
下
栄
子
(
塩
尻
保
育
園

長
)
マ
神
科
第
一
保
育
園
長
新
津
和

子
(
小
泉
保
育
園
長
)
マ
浦
里
保
育
園

長
沓
掛
英
男
(
室
賀
保
育
園
長
)
マ

小
泉
保
育
園
長
西
入
幸
子
(
浦
里
保

育
園
長
)
マ
川
西
事
業
所
長
西
沢

久
(
農
地
係
長
)
マ
業
務
課
経
理
係
長

菅
招
博
(
労
政
係
長
)
マ
学
校
教
育

課
施
設
係
長
水
島
和
夫
(
用
度
係
長
)

マ

文

化

係

長

小

山

幸

(

城

南

解

放

会
館
館
長
)
マ
図
書
館
庶
務
係
長
中

沢
渥
志
(
奉
仕
係
長
)
マ
農
政
係
長

依
田
修
(
豊
殿
支
所
長
)
マ
市
民
税

第

二

係

長

武

井

孝

(

市

民

税

課

主

査
)
マ
電
算
係
長
荒
井
鉄
雄
(
企
画

課
主
査
)
マ
土
木
第
二
係
長
児
玉
甚

一
郎
(
土
木
課
主
査
)
マ
工
事
事
務
所

長
鈴
木
誠
一
(
土
木
課
主
査
)
マ
建

設
係
長
三
浦
久
雄
(
下
水
道
課
主
査
)

マ
総
務
係
長
高
井
忠
史
(
総
合
計
画

課
主
査
)
マ
塩
田
中
央
保
育
園
長
山

崎
泰
一
元
(
塩
田
支
所
住
民
課
主
査
)
マ

若
葉
保
育
園
長
木
村
佐
和
子
(
神
科

第
一
保
育
関
長
)
マ
川
西
支
所
緩
興
課

振
興
係
長
南
波
文
夫
(
商
工
課
主
査
)

マ
自
然
運
動
公
園
管
理
事
務
所
長
小

林
邦
人
(
都
市
計
画
課
主
査
)
マ
奉
仕

係
長
服
部
力
(
保
健
予
防
課
主
査
)

マ
青
少
年
係
長
中
沢
宮
彦
(
資
産
税

課
主
査
)
マ
農
政
係
長
富
島
照
彦
(
財

政
課
主
査
)
マ
上
小
衛
生
施
設
組
合
業

務
係
長
羽
毛
田
早
苗
(
上
小
衛
生
施

設
組
合
主
査
)
マ
塩
尻
保
育
園
長
中

曾
根
晴
子
(
神
川
第
二
保
育
園
長
)
マ

〈
次
べ

l
ジ
へ

続
く
〉



策
課
主
査
内
藤
良
典
(
学
校
教
育
課

主
査
)
マ
塩
田
支
所
住
民
課
主
査
手

塚
憲
子
(
西
塩
田
事
業
所
主
査
)
マ
会

計
課
主
査
横
山
澄
子
(
神
川
小
学
校

主
査
)
マ
業
務
課
主
査
横
島
宏
(
農

業
共
済
課
主
査
)
マ
学
校
教
育
課
主
査

~~:主意震対
l健 (査子育第
目吉居量級 (園二
U ~ 林マ若長保
l国課資業)育

1き圭霊室玄聖
l金二課園 o
1課マ主長イ呆山i主収査 )育本
1査税 函フ

1ご諒警 長ジ

l働重写 皆面
l唯産マ 子課〈
1男警豊主主宇
1国主主吾 二グi
l空空室富三 警
l金マ茎萎 22主
M翠苧査 早課

1主義柳主主主
目)主沢務 宏
目マ査俊局坂子
自同 友主ロ(
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1対原 資)鶴育
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l昇郎田 (格彦
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~ -務・-園査

] :?警警福き円
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l孝関)堂内島
!明 マ芝久秀

i 恵保長格~ ~ 
「子育 ・昇昇
II~ 園貫同格格
1白 )平和
1銀 マ三教建構
1保 室枝育築造
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だ 昭和53年 4月16日一一一ーベ6トー

お知もせ

えつ報岳

人人一一・

4mrn.p.u心一一一九
0

・
0

…一υ一人…

一
一
一
ん
い
ん
点
廊
般
国
民
募
集
一〉問

訓
却
市
で
は
、
次
に
よ
り
点
訳
職
員
を
募

羽
助
集
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
、
市
役
所

縦
三
階
庶
務
課
職
員
係
ま
で
申
込
ん
で
く

昭

和

だ

き

し

一

資

格

H
H
点
訳
経
験
者
で
三
十
歳
ぐ
ら

一

い

ま

で

の

人

。

一

条

件

l
市
職
員
に
採
用
、
給
与
は
上

一

田

市

給

与

条

例

に

よ

り

ま

す

。

号

申

込

期

間

l
四
月
二
十
日
同
か
ら
五
月

“

十

日

附

ま

で
で
す
。

第

申

込

，

l
庶
務
課
職
員
係
に
あ
り
ま
す
。

戸

そ

の

他

1
試
験
日
な
ど
は
、
申
込
者
に

第 765号、

る
人
は
早
自
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い

。

資

格

1
二
十
歳
i
三
十
五
歳
ま
で
の

青
年
男
女
。

派
遣
地
域

l
ア
ジ
ア
、
ア
フ
川
防
い
に
中

: 4月6日から同15日まで春の交通安全運動
:が行われました。 4月6日豊殿地区のお年

:寄りを対象に、交通安全教室が神科小学校

:の講堂で行われ、信号機付交差点、信号機

:のない道路での横断のし方などを勉強しま

;した。 (写真)

たト結 お 勤
各め ゲ 核皆議:滋矧溢ぇ一一 間町務追
自に ン レさ…:}~:f:::::::主将 縮日 -0 合一場 つ
治必 検ン ん 提二市秘 0 せ丁所て

合子 宮L宗出i-f;;::::jiv-:: 24里L雪
白台 対ン 庭世:ーン: 二務番回し
治帳 象 世に :忍 〈帯 K:: 二課五点ま
22?宮号 !!:<!!}!台・ゲ 言賢き言て
き 。は 帳さだ 帳泌 線係 書

ん あ はれさ3を滋 ②(  館
か く 、て ・ 0・~:::::::・・ O 宮

衛 す レい ::V:わ¥::小わ〆ρ川山川コ
生 る ン る .υ，υ山@… り. 日山川川川山Iυ 似e川 五 四 木

です。

部
長
さ
ん
に
ま
と
め
て
市
役
所
保
健
予

防
課
へ
届
け
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
市

民
の
皆
さ
ん
は
、
四
月
二
十
五
日

ωま

で
に
必
ず
自
治
会
長
さ
ん
か
衛
生
部
長

さ
ん
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Efy二一安バ一
υ

レ一
…)
糸
口
卓
球
一
な
ど
U

J
K
…運
動
教
室
ぶ
治
療
デ
一
一
の
…

山一……。ぺ一一一一生紘一募り集縦一………一

.
e
m
m
J〈
主

H
少
年
…ホ
1.…
υ

ム九州

上
田
市
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、

初
心
者
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室

の
生
徒
と
、
運
動
は
好
き
だ
が
仲
間
が

い
な
い
た
め
さ
び
し
い
思
い
を
し
て
い

る
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
運
動
ク
ラ
ブ

活
動
の
ク
ラ
ブ
員
を
次
に
よ
り
募
集
し

ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
来
館
し
て

早
目
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
ス
ポ
ー
ツ
教
室
〉

マ
硬
式
テ
ニ
ス

1
毎
週
火
曜
日

マ
軟
式
テ
ニ
ス

l
毎
週
木
曜
日

マ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

1
毎
週
月
曜
日

マ

卓

球

1
毎
週
木
曜
日

〈
ス
ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ
〉

マ
硬
式
テ

ニ
ス

1
毎
週
土
曜
日

マ
軟
式
テ

ニ
ス

l
毎
週
土
曜
日

マ

卓

球

l
毎
週
火
曜
日

、，..，'

」ー

寄

付

お

礼

マ
バ
ス
ケ
ッ
ト

l
隔
週
月
曜
日

マ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
H
H
隔
週
月
曜
日

締
切
り

1
四
月
三
十
日
間

お
問
合
せ

1
上
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
!

ム
(
宮
@
七
一
一
七
)
た
だ
し
、
開

館
時
聞
は
、
午
後
一
時
か
ら
同
九
時

日
曜
日
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

休
館
日
は
金
曜
日
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

総
…z
一
歳
流
山
一
郎
…
ω

…タ
w
w……

…総一乳
ω

……児
滋
一
刻
一
二
ι
…ω
…

五
月
の
乳
児
、
三
歳
児
検
診
を
下
表

に
よ
り
行
い
ま
す
。
四
月
か
ら
一
歳
半

児
の
検
診
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
時
間
は
、
い
ず
れ
も

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
。

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

側海
外
協
力
隊
貨
を
y
m

m

一
酬
は級
感
募
集
い仰

ぐ紛
糾
宜
同
年
海
外
一協
力
欺
事
務
威
川

青
年
海
外
協
力
隊
で
は
、
ア

ジ
ア、

ア
フ

リ
カ
な
ど
開
発
途
上
国
で、

現
地

入
と
生
活
を
共
に
し
、
技
術
、
技
能
を

生
か
し
て
新
し
い

国

づ
く
り
に
協
力
す

る
隊
員
を
募
集
し
ま
す

の
で
、

希
望
す

マ
多
国
一元
太
郎
様

(
上
紺
屋
町
)

三

十
万
円

社

会

福

祉
事
業
資
金
と
し
て

マ
島
田
基
正
様

(
中
央
二

三歳児検診日程表

会場 上セ田ン市タ健ー康 祉川西セ社ン会ター福

地区 川西全区

49年7月
対象児 50年4月生

-12月生

」

乳児検診日程表

会場 上国市健康センター 市広田支所二階会議室 市悩祉川セ西J社Pー会

4か月児 9か月児 1歳半児 4・9か月 1ol半児 l歳半児

対

.. 53年1月生 51年10月生 51年10月生

児
53年1月生 52年8月生 51年11月生

51年11月生 51年11月生52年8月生…ilmf市内盟主制全区毎回全 川西全区

5月 10日¥178¥18!24日 16日畑 9日

一
面

川

西

支
所
へ

マ
山
極
ち
と
様

(
手
塚

藤
だ
な



-

る
人
は
早
自
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

号

資

格

1
二
十
歳

i
三
十
五
歳
ま
で
の

別

背

年

男

女

。

第

派

遣

地

域

1
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中

一

米

、

中

近

束

、

南

太

平

洋

。

一
派
遣
職
種
・
期
間

1
農
林
水
産
、
保
守

一

操

作

、
土
木
建
築
、
保
健
福
祉
そ
の

一

他

。
二
年
間
。

翻

募

集

期

間

1
五
月
三
十
一
日
同
ま
で
で

ω倒
す

。

議
く
わ
し
い
資
料
を
ご
希
望
の
人
は
、

む
闘

H

内‘“
崎
明
二
百
円
切
手
を
同
封
し
て
「
東
京
都
渋

一
谷
区
広
尾
四
|
二
|
二
四
、
青
年
海
外

一
協
力
隊
事
務
局
」
ま
で
申
込
ん
で
く
だ

だ

さ

い

。

(

宮

東

京

四

O
O
l七
二
六
二

・

え

た

見

し

花

、

っ

〆

，
4

ま

い

よ

，

M
明
J

E

り

し

し

句

ヨ

ー

幸

、

つ

な

楽

ま

4

去

よ

駅

行

付

。

一

!

レ

時

守

で

う

。

一

の

を

の

よ

す

一

を

見

と

す

し

ま

-

3

J

花

こ

。

ま

ま

い

-

F

Y

の

の

う

い

し

て

う

一

+

じ

国

次

よ

て

に

れ

よ

日

:

一

叶

公

。

し

れ

う

さ

し

凶

よ

9

い

の

す

ま

さ

よ

止

ま

巴

内

で

し

止

い

禁

り

4

支」

1
し

市

の

に

禁

な

は

帰

洋

寺

郎

代

、

も

切

は

け

火

ち

町

、

J
.

、
〆
一
/
め
の
大
り
か
き
持

布

告

乞

じ

な

を

取

を

た

で

陀

司

幻

は

ん

。

設

所

惑

の

自

国

凶

を

み

う

施

場

迷

で

各

¥

ぷ

圏

民

ょ

の

の

に

内

は

ノノい
1

1

公

市

し

国

見

入

園

み

F
対
J
回

は

ま

公

花

他

公

ニ

ペ
ば
帯
人
上
園
し

J
F
V
L

公

を

L

2

3

4

3

家族そろって大掃除グラッときたら・・・…
く春の大掃除5月いっぱい〉

地震への備えを万全にしよう 5月い っぱいです。

家族そろって大掃除を行い、病害虫の発生源を

春の大掃除の実施時期は、

なくし、清潔で住みよい生活環境を築きましょ う。

七
万
円

寄

付

、，..<'
」ー

お

札

マ
上
原
恵
与
様
(
五
加
)
、
プ
ラ
モ
デ

ル
ス
ー
パ
ー
ヵ

l
四

点

セ

ッ

ト

塩

田

中
央
保
育
園
へ

。

マ
長
野
県
聯
ム
ロ
青
果
附
様
み
か
ん
六

十

箱

社

会

福

祉

施

設

へ

マ
上
回
城
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

庭

園

灯

一

基

報

恩

寮

へ

マ
上
田
市
却
商
業
協
同
組
合
愛
和
会
様

八
万
円
社
会
福
祉
資
金
と
し
て

マ
藤
極
源
善
様
(
別
所
温
泉
)
藤
極

正
幸
様
(
同
)
、
紙
し
ば
い
整
理
だ
な

一
台
、
ト
ン
ネ
ル
用
ヒ
ュ

l
ム
管
二
本

ふ
た
ば
保
育
園
へ

マ
小
島
傾
夫
様
(
蛇
沢
)

報
恩
寮
へ

@ 

避難後の連絡方法

地震が起ったとき、家族が会社や学校などに行

っていて全員で避難できない場合、電話や交通機

闘が止まり、お互いの安否について連絡できなく

なるおそれがありますので、次のように連絡がう

まくでき、消息が早くつかめるようにしておきま

しょう。

①通勤、通学途中の避難場所や、会社、学校での

避難場所を確認しあい、家族全員が知っておき

ましょう。

マ
多
国
元
太
郎
様
(
上
紺
屋
町
)

三

十

万

円

社

会

福

祉
事
業
資
金
と
し
て

マ
島
田
基
正
様
(
中
央
一
こ
う
す
十

三
個
児
童
福
祉
施
設
へ

マ
浦
野
自
治
会
様
ブ
ラ
ン
コ
一
台

鉄
棒
一
基
浦
野
児
童
遊
園
地
へ

マ

堀

一

夫

様

(

西

野

竹

)

黒

う

さ

ぎ

二

匹

う

さ

ぎ

小

屋

一

個

神

科

第

二
保
育
園
へ

マ
嗣
サ
ン
コ
ウ
様
(
丸
子
町
)
茶
ダ

ン
ス
二
台
上
回
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
へ
マ

宮

川

光

治

様

(

材

木

町

二

花

台

一
個
市
庁
舎
備
品
と
し
て

マ
嗣
丸
源
海
野
町
庖
様
腰
掛
用
布
団

五
十
五
枚
母
子
家
庭
な
ど
の
新
入
学

児
童
へ

マ
池
田
ま
さ
子
様
(
東
部
町
)

一
面
川
西
支
所

ヘ

マ
山
極
ち
と
様

(手
塚
)

台
西
塩
田
小
学
校
へ

以
上
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

藤
だ
な

訂
正
お
わ
び

泊
車会

四
月
一
日
発
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簿
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て
訂
正
い
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②家族が知っている場所以外の所へ避難したとき

は、自宅のできるだけ見やすい所へ避難場所、

避難した人の名前、連絡先き、連絡方法などを

書いてはっておきましょう。

③市役所、消防署、警察署などが設ける相談所へ

届けでることにして、家族の安否が早くわかる

ようにしましょう。

④放送機闘が「たずね人Jf家族の消息」などの放

送を行うのて。放送機関へ申し出て放送してもら

い安否の確認をするとともに、トランジスター

ラジオなどでできるだけ放送を聞くよう心がけ

ましょう。

⑤最後の落ち着き場所を決めておきましょう。

⑥被害を受けた時の連絡や応急処置が必要になる

ことも考えられるので、次の事項を書いたノー

トやメモを家族全員がいつも身につけているよ

うにしましょう。

ア、住所、氏名 イ、生年月日、性別ウ、勤

務先き、または学校名など エ、連絡先き(電

話番号) オ‘血液型



惨ちびっこが集合するところ叫

絵の中の番号が、次の番号の会場になります。

①子供カラオケ大会、マンガ映画大会

②ライトプレーン大会、スパーラジコン大会

③ S L運転大会

④スポーツ広場(相撲、リトルリーグ、ミニ

バスケット、スポーツ教室)

⑤なかよし広場(人形劇、紙しばし、)

⑥写生大会

⑦製作広場

⑨消防レインジャー部隊、消防音楽隊の特別

出演会場 ・印はトイレです。

き=5月5日幽

午前10時~午後2時30分

とニろ=上回公園内一帯

注 意一保育園・幼稚園児・小学生は、

保護者が同伴してください。

車での来場はなるべくご遠慮く

ださし、。

と

ども祭り

「飛ばそうよ

大きな夢を大空へ」
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